
0法 人格・法人名称・住所等

0代 表者名、研修事業担当理事・取締役名

0理 事等の構成、組織、職員数等

● 介護保険事業を実施している場合・事業概要

0法 人財務情報のうち決算報告書 (直近1事業
年度のもの)1こ関するもの

東京都品川区西五反田2-118学研ビル

約6000名 (ココファングループ全体)

不動産賃貸に関する事業、その他付帯する一切の
ビス事業、

代表取締役 森 猛

・運営
フランチャイズ

ァ ン

法人情報

学研アカデミー介護士養成センター 江坂会場

大阪府吹田市江坂町1丁 目23番 101号 大同生命江坂ビ

アレ

別添2-1「学貝1」参照

別添21「学則」参照

別添2-1「学則」参照
別添2-6「実技演習使用備品一覧表」

研修機関情報

研修機関情報

0事 業所名称・住所等

0理 念 (学則に定める開講の目的)

0学 則

0研 修施設、設備

別添21「学則」参照

別添3「研修スケジュール」参照

別添23「講師一覧表」参照
別添3「研修スケジュール」参照

別添2-1「学則」参照

本講座は離職者または求職者が対象。

別添21「学則」参照

研修の概要

0対 象

0研 修のスケジュール (期間、日程、時間数)

● 定員 (集合研修、実習)と指導者数

0研 修受講までの流れ (募集、申し込み)

0費 用

0留 意事項、特徴、受講者へのメンセ~ジ等

別添歩 1「学則」参照課程責任者 ● 課程編成責任者名

0科 目別シラバス

0科 目別担当教官名

● 科目別特徴

別添2-2「シラバス」参照

別添23「講師一覧表」参照

別添22「シラバス」参照

研修カリキュラム

別添21「学則」参照
別添29「修了評価の方法」
別添23「講師一覧表」参照

修了評価 ● 修了評価の方法、評価者、再履修等の基準

研修事業情報

別添2-3「講師一覧表」参照

講師情報
0名 前

● 略歴、現職、資格

● 過去の研修実施回数 (年度ごと)

● 過去の研修延べ参加人数 (年度ごと)
実績情報

最寄りのハローワーク

アカデミー事業部 属1部長 吉田弥生
TEL 070-1266-7267

アカデミー事業部 課長 神時貴臣
TEL 080-3213-8747

連絡先等

● 申し込み・資料請求先

● 法人の苦情対応者名・役職・連絡先

0事 業所の苦情針応者名・役職。連絡先



(別添 2-1)

学 則  (求職者支援訓練)

① 商号又は名称 株式会社 学研ココファン

② 研修事業の名称 株式会社学研ココファン 学研アカデミー介護士養成センター

介護職員初任者研修講座

③研修の種類 介護保険法施行令に基づく介護員養成研修

(介護職員初任者研修課程)

④研修課程及び

学習形式

介護職員初任者研修課程

・通学形式

⑤事業者指定番号 278

⑥開講の目的 介護職員人材不足の中、当社スタッフ向けのみならず、外部に向け

て広く新たな介護人材への福祉教育を、単独事業所では困難な研修

カリキュラム (講義→演習)を トータルコーディネー トで実施する

ことで、高齢者福祉への理解と研修生とのコミュニケーションを深

め、「受容の心」を持った良質な介護人材の育成を目的とする。

⑦講義・演習室

(住所も記載)

第 1・ 2・ 3会議室

大阪府吹田市江坂町 1丁 目23番 101号 大同生命江坂ビル

⑥実習施設

2

実施しない

実施する  (実習施設一覧表 (別添 2-7)を 参照。)

⑨講師の氏名及び

担当科目

講師一覧表 (別添 2-3)を 参照。

⑩使用テキスト 介護職員初任者研修テキスト (追加資料あり)

出版ネ土名 :株式会社 学研ココファン

①シラバス シラバス (別添 2-2)を 参照。

⑫ 受講資格 (1)介護の仕事に興味のある者

(2)研修の企課程に出席可能な者

(3)資格取得後に福祉 。医療業界に従事する予定の者

⑬ 広告の方法 ハローワークを通じて行う。

募集開示時期はおそくとも講座開講日の一月前には開始する。

自社ホームページ、新聞折込、ポスティングなどの募集広告を実施。

⑭情報開示の方法 下記ホームページにおいて情報開示する。

ホームページア ドレス :http7gakken‐ wel‐ academyocom/kaigo/



⑮受講手続き及び

本人確認の方法

(応募者多数の

場合の対応方法

を含む)

ハローワークを通じて行う。

ハローワーク指定の申込み用紙に必要事項を記入の上、期 日までに

学研アカデミーに申し込む。当社は、面接の上、受講者の決定を行

い、受講決定通知書を受講者宛に郵送する。受講決定通知を受取つ

た受講者は、指定の期日までにハローワークで手続きを行 う。当社

は、入校式の際に>キス ト代を徴収し、教材を渡す。

本人確認の方法

研修の受講に際して、入校式オジエンテーション後の初回授業時に

本人確認を実施する (本人持参)。 本人確認の方法は、以下の公的証

明書の提出等により行 うものとし、本人確認が出来ない場合は、受

講の拒否又は修了の認定を行わないものとする。尚、本人確認書類

は写しでも可とする。本人確認書類は当社の保管とする。

本人確認書類は次の①～③のどちらかの書類とする。

① 戸籍】春本、戸籍抄本若しくは住民票

② 住民基本台帳カード

③ 在留カード等

④ 健康保険証

⑤ 運転免許証

⑥ パスポート

⑦ 年金手帳

③ 運転免許以外の国家資格を有するものについては、その

免許証又は登録証

⑩受講料及び受講

料支払方法

0円 (別途テキス ト代 5,478円、消費税含む)

テキス ト代は開講式に徴収する。

⑦解約条件及び返

金の有無

就職が決まった場合や進路変更になつた場合、やむを得ない理由で

退校する場合は、協議の上で判断する。テキス ト代の返金は行わな

ヤ`。

①受講者の個人情

報の取扱

個人情報保護規程策定の有無
鑑)無 )

個人情報は鍵のかかる棚で管理する。受講修了後 5年間保管する。

修了者名簿は永久保存する。

なお、修了者は大阪府の管理する修了者名簿に記載される。

⑩研修修了の認定

方法

認定方法 :修了を認定した者には修了証明書を交付する。 研修の修
了年限 :8か月

修了評価方法 :l男け添 2-9)を 参照。
〇補講の方法及び

取扱

補講の方法 :研修の一部を欠席 した者で、やむを得ない事情があ

ると認められる者については、補講を行 う。補講の実施は、当社

において実施する同カリキュラムのコースの同じ授業を振替受講

する。

補講に要する費用 : 1日 あたり3,300円 (税込)



⑪科目免除の取扱 科目の免除については認めない。

②受講 中の事故等

についての対応

求職者支援訓練補償制度が適用される。

の研修責任者名、所

属名及び役職

氏名 :神崎 貴臣
所属名 :アカデミー事業部 介護養成課
役職 :課長

②課程編成責任者

名、所属名及び役

職

氏名 :神崎 貴臣
所属名 :アカデミー事業部 介護養成課
役職 :課長

の苦情等相談担当

者名、所属名、役

職及び連絡先

氏名 :神崎 貴臣

所属名 :アカデミー事業部 介護養成課

役職 :課長

連絡先 :080‐ 3213‐ 8747

の研修事務担当者

名、所属名及び連

絡先

氏名 :水野 弥生

所属名 :アカデ ミー事業部

連絡先 :070‐ 1266‐ 7267

の情報開示責任者

名、所属名、役職

及び連絡先

氏名 :神崎 貴臣

所属名 :アカデミー事業部 介護養成課

役職 :課長

連絡先 :080‐ 3213‐ 8747

の修了証明書を亡

失・き損した場合の

取扱い

「養成研修修了証明書等の亡失 。き損時の取り扱いに関する要領」

に基づき証明書を交付する。

・証明書交付に係る費用 :1枚につき  550 円(税込)

〇その他必要 な事

項

※1大阪府からのお知 らせ 大阪府介護職員初任者研修事業実施要領第 2の 2(1)よ り抜粋

【内容及び手続きの説明及び同意】

事業者は、受講の受付に際し、受講希望者に対し受講するため

に必要な費用等を明記した学則の内容及び研修を受講する上での

重要な事項等を記載した書面等を配布するとともに、その説明を

行い、かつ、あらかじめ受講希望者の同意を得なければならない。

※2研修事業者の指定担当 大阪府 福祉部 地域福祉推進室

福祉人材・法人指導課 人材確保グループ

電言舌:06‐ 6944‐9165



(別添 2-1)

学 則  (公共職業訓練)

① 商号又は名称 株式会社 学研ココファン

② 研修事業の名称 株式会社学研ココファン 学研アカデミー介護士養成センター

介護職員初任者研修講座

③研修の種類 介護保険法施行令に基づく介護員養成研修

(介護職員初任者研修課程)

④研修課程及び

学習形式

介護職員初任者研修課程

。通学形式

⑤事業者指定番号 278

⑥開講の目的 介護職員人材不足の中、当社スタンフ向けのみならず、外部に向け

て広く新たな介護人材への福祉教育を、単独事業所では困難な研修

カリキュラム (講義→演習)を トータルコーディネー トで実施する

ことで、高齢者福祉への理解と研修生とのコミュニケーションを深

め、「受容の心」を持つた良質な介護人材の育成を目的とする。

⑦講義 。演習室

(住所も記載)

第 1・ 2・ 3会議室

大阪府吹田市江坂町 1丁 目23番 101号 大同生命江坂ビル

③実習施設

2

実施しない

実施する  (実習施設一覧表 (別添 2-7)を 参照。)

⑨講師の氏名及び

担当科目

講師一覧表 (別添 2-3)を 参照。

⑩使用テキスト 介護職員初任者研修テキスト (追加資料あり)

出版卒上名 :株式会社 学研ココファン

①シラバス シラバス (別添 2-2)を 参照。

⑫ 受講資格 (1)介護の仕事に興味のある者

(2)研修の全課程に出席可能な者

(3)資格取得後に福祉 。医療業界に従事する予定の者

① 広告の方法 ハローワークを通じて行 う。

募集開示時期はおそくとも講座開講日の一月前には開始する。

自社ホームページ、新聞折込、ポスティングなどの募集広告を実施。

⑭情報開示の方法 下記ホームページにおいて情報開示する。

ホームページアドレス :http7gakken‐ wel‐ academy.com/kaigo/



⑮受講手続 き及び

本人確認 の方法

(応 募者多数の

場合 の対応方法

を含む)

ハローワークを通じて行 う。

ハローワーク指定の申込み用紙に必要事項を記入の上、期日までに

ハローワークに申し込む。当社は、面接の上、受講者の決定を行い、

受講決定通知書を受講者宛に郵送する。受講決定通知を受取つた受

講者は、指定の期日までにハローワークで手続きを行 う。当社は、

入校式の際にテキス ト代を徴収し、教材を波す。

本人確認の方法

研修の受講に際して、入校式オリエンテーション後の初回授業時に

本人確認を実施する (本人持参)。 本人確認の方法は、以下の公的証

明書の提出等により行うものとし、本人確認が出来ない場合は、受

講の拒否又は修了の認定を行わないものとする。尚、本人確認書類

は写しでも可とする。本人確認書類は当社の保管とする。

本人確認書類は次の①～③のどちらかの書類とする。

① 戸籍謄本、戸籍抄本若しくは住民票

② 住民基本台帳カー ド

③ 在留カー ド等

④ 健康保険証

⑤ 運転免許証

⑥ パスポート

⑦ 年金手帳

③ 運転免許以外の国家資格を有するものについては、その

免許証又は登録証

⑩受講料及び受講

料支払方法

0円 (別途テキス ト代 5,478円 、消費税含む)

歩キス ト代は入校式に徴収する。

⑦解約条件及び返

金の有無

就職が決まつた場合や進路変更になった場合、やむを得ない理由で

退校する場合は、協議の上で判断する。テキス ト代の返金は行わな

い。

⑬受講者の個人情

報の取扱

個人情報保護規程策定の有無
鑑)無 )

個人情報は鍵のかかる棚で管理する。受講修了後 5年間保管する。

修了者名簿は永久保存する。

なお、修了者は大阪府の管理する修了者名簿に記載される。

⑩研修修了の認定

方法

認定方法 :修了を認定した者には修了証明書を交付する。 研修の修
了年限 :8か月

修了評価方法 :l男可添 2-9)を 参照。
の補講の方法及び

取扱

補講の方法 :研修の一部を欠席 した者で、やむを得ない事情があ

ると認められる者については、補講を行 う。補講の実施は、当社

において実施する同カジキュラムのコースの同じ授業を振替受講

する。

補講に要する費用 :0円



⑪科目免除の取扱 科目の免除については認めない。

②受講中の事故等

についての対応

受講生には総合保険に加入してもらう。

の研修責任者名、所

属名及び役職

氏名 :神崎 貴臣
所属名 :アカデミー事業部 介護養成課
役職 :課長

②課程編成責任者

名、所属名及び役

職

氏名 :神崎 貴臣
所属名 :アカデミー事業部 介護養成課
役職 :課長

の苦情等相談担 当

者名、所属名、役

職及び連絡先

氏名 :神崎 貴臣

所属名 :アカデ ミー事業部 介護養成課

役職 :課長

連絡先 :080‐ 3213‐ 8747

の研修事務担 当者

名、所属名及び連

絡先

氏名 :水野 弥生

所属名 :アカデ ミー事業部

連絡先 :070‐ 1266‐ 7267

の情報開示責任者

名、所属名、役職

及び連絡先

氏名 :神崎 貴臣

所属名 :アカデ ミー事業部 介護養成課

役職 :課長

連絡先 :080‐ 3213‐ 8747

②修了証明書を亡

失 。き損した場合の

取扱い

「養成研修修了証明書等の亡失 。き損時の取り扱いに関する要領」

に基づき証明書を交付する。

・証明書交付に係る費用 :1枚につき  550 円(税込)
のその他必要 な事

項

※1大阪府からのお知 らせ 大阪府介護職員初任者研修事業実施要領第 2の 2(1)よ り抜粋

【内容及び手続きの説明及び同意】

事業者は、受講の受付に際し、受講希望者に対し受講するため

に必要な費用等を明記した学則の内容及び研修を受講する上での

重要な事項等を記載した書面等を配布するとともに、その説明を

行い、かつ、あらかじめ受講希望者の同意を得なければならない。

※2研修事業者の指定担当 大阪府 福祉部 地域福祉推進室

福祉人材・法人指導課 人材確保グループ

電言舌:06‐ 6944‐9165



(別添 2-2)
令和 5 年 1 月 13 日現在

シラバス

指す碁暑 27A

商号又は名称 : 株式会社学研ココファン

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※ 各項目について、通学時間数を0にすることはできない。なお、通信時間数については別紙 3に定める時Fttl以 内とする。
※ 時間配分の下限は、 30分単位とする。
※ 項目ごとに時間数を設定すること。
※ 実技洟習を実施する場合は、実技内容 。指導体制を記載すること。

科日番号・科日名 (1)耳税務の理解

指導目標

研修に先立ち、これからの介護が日指すべき、その人の生活を支える「在宅におけるケアJ等の

実践について、介護職がどのような環境で、どのような形で、どのような仕事を行うのか、具体

的なイメージを持つて実感し、以降の研修に実競白
′ヽぅに凛η組めるようになる。

項日番号 1項 目名 持格ヨ敦

うち

通学学習
時間数

うち

通信学習
時間散

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等

(別紙でも可)

③ 多様なサービスの理角子 2 2

<講義内容>

・介護保険サービス (居宅、施設)

・介護保険外サービス

② 介護職の仕事内容やイ動く
現場の理解

4 4

<講義内容>

・居宅、施設の多様な働く現場におけるそれ′ぞれの仕事内容

・居宅、施設の実際のサービス提供現場の具体的イメージ

(視聴覚教材の活,構 、現場触員の体験談、サービス事業所にお

ける受講者の選択による実習・見学等)

・ケアプランの位置づけに始まるサービス提供に至るまでの
・

連の業務の流れとチームアプローチ・他職種、介護保険外サー

ビスを含めた地域の社会資源との連携

<演習内容>

社会資Jテ1を学び、地域にどのような介設保険外サービスがある

かを甫∬ぺる。

(合計翔守
と
,問数) 6 6

テキスト1

DVD教材使用する機器・備品等



(別添 2-2)
令不l1 5 年 1 月 13 日現布

シラバス

指 ″碁 房子

商号又 旅 : 株式会社学研コ瀬フアン

科目番号・科瞬名 (2)介 護における尊厳の保持・自立支援

指導観標

介護l碑 が々、利用者の尊厳のある暮らしを支える専PttHH比であることを「 l冗 し、自立支援、介護予防

という介護 ,福れにサービスを提供するにあたつての基本的視点及びやつてはいけない行動例を理

角甲している。

項目番号・項目名 時間数

うち

通学学習
時み弓数

うち

通信学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等

(別紙でも可)

① 人権と尊厳を支える介護 4 4

<講義内容>

(ア)人維と尊厳の保持

個人として尊重、アドボカシー、エンパワメントの視点、
「
役

割」の実感、尊厳のある暮らし、利用者のプライパシーの保護

(イ )ICF

介護分野における ICF

(ウ )QO】フ

QOLの考え方、4i活の質

(工)ノ ーマライゼーシコン

ノーマライゼーシヨンの考え方

(オ)声目待防止・身体拘束禁止

身体約束禁止、高齢者虐待防止法、高齢者の養護者支援

(力 )個人の権利を守る制度の本既要

② 自立に向けた介護 3 3

<締義内容>

(ア )自 立支援

自立・白律支援、残存能力の活用、動機と欲求、意欲を高める

支援、個別性/佃別ケア、重度化防止

(イ )介護予防

介護予防の考え方

<演習内容>

自立支援や介護予防を学び、基本視点ややつてはいけない行動

をグ

③ 人権啓発に係る基礎矢ィ]識 2 2

く講義内容>
(ア )人権について

(イ )人権への取組み

(ウ )身近な人権のこと

(合計時間数) 9 9 /

テキス ト I

使用する機器・備品等

※ 通学時間数には通学形式で講議・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※ 各項目について、通学時間数を0にすることはできない。なお、通信時間数については川紙 3に定める時間以内とする。



※ 時間配分の下限は、30分単位とする。
※ 項目ごとに時間数を設定すること。
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容 i指導体制を記載すること。



(別添 2-2)

シラバス
令和 5 年 1 月 13 日現在

指定番号    278
蒲昇 又監嘉称 :

,コ 爾フアン

科日番号・科日名 (3)介 護の基本

指導目標

・介護職に求められる専門性と職業倫理の必要性に気づき、職務におけるリスクとその対応策の

うち鷺J髯なものを理解している。

・介護を必要としている人の個男l11陛を理解し、その人の生活を支えるという視点から支援を提え

る事ができる。

項目番号 '項 朦名 時問数

うち

通学学習

時間数

うち

通信学習

時婦縣数

講義内容・演習の実施方法・通信学習盈lR題の概要等

(別紙でも可)

① 介護職の役害l、 専門性と多

職種との連携
1 1

<講義内容>

(ア )介護環境の特徴の理打率

訪問介護と施設介護サービスの違い、地域包播ケアの方向性

(イ )介護の専門性

重度化防止・遅延化の視点、利用者主体の支援姿勢、自立した

生活を支えるための援助、根拠のある介護、チームケアの重要

性、事業所内のチーム、多耳脱種から成るチーム

(ウ )介護に関わる職種

異なる専門性を持つ多醐E種の理解、介雀支援専門員、サービス

提供責任者、看護師等とチームとなり利用者を支える意味、五

いの専 F写職能力を活用した効果的なサービスの提供、チームケ

アにおける役割分担

② 介護職の職業倫理 2 2

<講義内容>

職業倫理

専門職の倫理の意義、介護の倫理 (介護福祉11の倫理と介護福

祉士制度等)、 介護職としての社会的責任、プライバシーの保

護・尊重

③ 介護における安全の確

保 とリスクマネジメン

ト

2 2

<講義内容>

(ア )介護における安全の確保

事故に結びつく要因を探り対応していく技術、リスクとハザー

ド

(イ )事故予防、安全対策

リスクマネジメント、分析の手法と視点、事故に至つた経漁尊の

報告 (家族への報告、市町村への報告等)、 1斉報の共有

(ウ )感染対策

感染の原畑と経路 (感染源の排除、感染経路の遮断)、  I感染」
正 し予|こ

④ 介護職の安全 と 1

<講義内容>

分護職の心身の健康管理

介護職の健康管理が介護の質に影響、ストレスマネジメント、

腰痛の予防に関する知識、手洗い
。うがいの励行、手洗いの基



本、感染症対策

<演習>

健康管重との方法をグループ討議で検討す/o支

(合計時間数 ) 6 6 /

※ 通学時間数には通学形式で講幾・演習を実施する時間数、通信時鶴数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※ 各項目について、通学時,,翻数を0にすることはできない。なお、通信時間数については別紙 31こ定める時間以内とする。
※ 時間配分の下限は、30分単位とする。
※ 項目ごとに時間数を設定すること。
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。

テキスト1

使用する機器・備品等



(別添 2-2)
令和 5 年 1 月 13 日現在

シラバス

指中番 科

南号 歓 級式会社攀糾 コ澤フイン

科日番号・科隠名 (4)介 護・福祉サービスの理解と医療の連携

指導目標
介護1果険制度や障がい者総合支援制度を担う一員として最低限女・瞬つておくべき制度の目的、サー

ビスI・li用の流れ、各導問職の役割・資務について、その概要のポイントを列挙できる。

項目番テ,L.項 目名 時間数

うち

通学学習
貯問敬

うち

逓1首学習
時間数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等

(別紙でも可)

① 介護保険制度 3 3

<講義内容共>

(ア )介護保険制度創設の背景及び日的、動向

クアマネジメント、予防重視型システムヘの転換、地域包括支

援センターの設置、地域包循ケアシステムの推進

(イ 〉仕組みの基礎的理解

保険制度としての基本的樹:組み、介護給付と種類、予防給付、

要介護認定の手順

(ウ )制度を支える財源、組織・団体の機能と役割

財政負担、指定介護サービス事業者の指定        __

② 医療との連携と,ハ ビジ

テーション
3 3

く講議内容>

医行為と介護、訪脇・ユ看護、施設における看護と介護の役割・連

携、リハビジテーションの理念

③ 障がい者総合支援制度お

よびその他制度
3 3

<講幾内容>

(ア)障がい者福祉支援制度の理念

障がいの概念、 ICF(国 際生活機能分類)

(イ )I薫がい者総合支援制度の仕組みの基礎的理解

介護総付・融I練等給付の中請から支綸決定まで

(ク )1帝l人の権利を守る制度の概要

個人情報保護法、成年後見制度、日常生活自立支援事業

<演習>

介謹職が行える医療行為をグループ斜議で検討する。

(合計時間数) 9 9

使用する機器・備品等

テキス 1

※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信H寺関数には自宅学習にあてる時間教を記入すること。
※ 各項目について、通学時間数を0にすることはできない。なお、通信時間数については別紙 3に定める時間以内とする。
※ 時間配分の下限は、 30分単位とする。
※ 項目ごとに警↓関数を設定すること。
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。



(別添 2-2)

シラパス
令和 5 年 1 月 13 日現在

指定器暑 27畠

商手,■又は名称 : 株式会社学fけ l・ココフアン

科目番号 と科置名 (5)介護における却ミュニケーション技術

補導目標

高齢者や障がい者のコミュニケーション能力は一人ひ

ミュニケーシ欝ンを取ることが専門触に求められてい

るべき (取るべきでない)行動例を理解してv るヽn

とり異なることと、その違いを認識してコ

ることを認識し、初任者として最l氏限の取

項目番号・項目名
時間

数

うち

通学学

習

時間数

うち

通信学習

時間数

f樺義,大l容 .演習の実飽方法・通信学習課題の概要等

(別紙でも可)

① 介護におけるコミュニケ

ーション
3 3

<講義内容>

(ア )介護におけるコミ喜ニケーションの意義、目的、役害ll

相手のコミュニケーション能力に対するチ
IL解や配慮、傾珊よ、共

感の応答

(イ )コ ミュニケーションの技法、道具を用いた言謙的コミュ

_ケーション

言語的コミュニケーションのネ
lF微
、非言語コミュニケーシヨン

の特徴

(ウ )利用者 ,家族とのコミュニケーションの実際

利用者の思いを担握する、意欲低下の要因を考える、利用者の

感情に共感する、家族の心瑯的理解、家族へのいたわりと励ま

し、信頼関係の形成、自分の価値観で家族の意向を判断し非難

することがないようにする、アセスメントの手法とニーズとデ

マンドの違い

(‐)利用者の状況 =状態に応じたコミュニケーション技術の

実際

視力、聴力の障がいに応じたコミュニケーション技術、失需療

に応じたコミュニケーシヨン技術、構音μ薫がいに応じたコミュ

ニケーション技術、認知症に応じたコミュニケーシヨン技術

<演習内容 >

対面による利用者と介助者のコミュヱケーシ多ンの取り方のロ

ン ング

② 介護におけるチームのコ

ミニーケ~ション
3 3

<講義ハB容 >

(ア )辞需し録における憎導長の共有化

介護における記偽象の意義 。日約、利用者の状態を踏まえた観ち擬

と記笹表、介護に関する祀宝表の種類、佃別援助計画書 (訪問・通

所・八所、欄祉用具貸与等)、 とヤリハット報告書、 5WlH

(イ )報告

報告の留意点、連絡の留意点、相談の留意点

(ウ )コ ミュニケーシヨンを促す葉境



会艤、情報共有の場、役割の翻紬の場 (利用者と頻園に接触す

る介護者に求められる観察爵長)、 ケアカンフアレンスの重要性

く漢習内容>
チームケアの重要性を学び、他職種連携の速習を行う。

(合計時間教) G G /

使用する機器・備品等

テキスト1巻

※ 通学時間数には逓学形式で離義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※ 各項目について、通学時間数を0にすることはできない。なお、通信時関数については別紙3に定める時間必内とする。
※ 時間配分の下限は、30分単位とする。
※ 項目ごとに時掃尋数を設定すること。
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容 t指導体制を記載すること。
｀

■ ′



(別添2-2)
令和 5 年 1 月 13 日現在

シラバス

指定番号    27S
歯身又は名称 :

諄コフアン

使用する機器・悌品等

テキスト1巻

※ 通学時間数には通学形式で講競 =演習を実施する時F18数、通信時間数には自宅学習にあてる時猾l号数を記入すること。
※ 各項目について、通学時間数を0にすることt注できない。なお、通信時関数については別紙 3に定める時屋司以内とする。
※ 時間配分の下限は、 30分単位とする。
※ 項目ごとに時間数を設定すること。
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記章貧すること。

科目番号・料目嘉 (6)老化の理解

指導日標
加齢・老化に伴う心身の変化や疾病について、生理的な側面から理解することの重要性に気づき、

自らが継続的に学習すべき事項を理解してV るヽ、

項 R番 '島・・項目名
時間

数

うち

過学学
習
時船B数

うち

通信学習
時掃弓数

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等

(別紙でも可)

③ 老化に伴うこころとから

だの変化と日常
3 3

<講機内容>

(ア )著年期の発達と老化に伴う心身の変化の時徴

防衛反応 (反射)の疫化、喪失体験

(イ )老化に伴う心身の機能の変化と日常生活への影響

身体的機能の変化と日常生活への影響、咀
'需

機能の低下、筋 ]

骨・関節の変化、体温維持機能の変化、締神的機能の変化と爛

常生活への影響

の 高齢者と健康 3 8

<講義内容>

(ア )高齢者の疾病と生活上の留意点

脅折、筋力のl氏下と動き・姿勢の変化、関節痛

(イ )高齢者に多い病気とその日常生活上の留意点

循環器障がい (脳梗基、脳出血、虚血性心疾患)、 循戴器陣が

いの危険際子と対策、遊年期うつ痛症状 (強い不安感、無″漁感

を背景に、「誅えJの多さが全面に出る、うつ病性仮性認知症)、

韻疎性肺炎、症状の小さな変化に気付く視点、高齢者は感染症

にかかりく・うすヤ`

く演習>

老化によるからだの変化や特徴と日常生活上の留意点をグルー

プ討議で検討する。

(合計時間数 ) 6 6 /



(別添 2-2)
令和 5 年 1 )J 13 日現在

シラパス

指定番号    278
湖号又 1ま名称 : 株式会率Jと学研コ瀬7ア ン

使用する機器・備品等

テキストと巻

※ 通挙時間数には通学形式で講義・演始莉職を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※ 各項目について、通学時間数を0にすることはできない。なお、通信時間数については別紙 3に定める時間以内とする。
※ 時間配分の下限は、30分単位とする。
※ 項目ごとに時間数を設定すること。
※ 実技漢習を実施する場合は、実技内容 こ指導体制を記載すること。

科目番号・科日名 (7)認 知症の理解

指導日様
介謹において認知熊を期よ解することの必要性に気づき、認知症の利用者を介薄ニ

する時の判断の基準となる原員1を騨解 ている

項目番号・項目名 時間数

うち

題学学冒
旧゙開散

うち

通信学習

時間数

綺義″韓容 '演習の実施方法 ,通信学習課題の概要等

(別紙でも耳)

① 認知症を取り巻く状況 ユ 1

<評阜議内容>

認知症ケアの理念

パ…ノンセンタードクア、認知症ケアの視点 (できることに藩

目する)

② 医学的側面から凡た認知

定の基礎と健康管理
2 2

<講義内容>

継知症の概念、認知症の原因疾患とその病態、原因疾悠別ケア

のポイント、健康管理

認知症の定義、もの忘れとの速い、せん妄の症状、健康管理 (脱

水・便秘・低栄幾・低運動の防止、「1腔ケア)、 治療、薬物療

法、認知症に使用される薬

③ 認知症に伴うことろとか

らだの変化と日常生活
2 2

<講義内容>

(ア )認知症の人の生活障がい、心理・行動の榊徴

認知症の中核症状、認知症♂)行動・心理症状 (白 PSD)、 不

適切なケア、生活環境で改善

(イ )認知症の利用者への文、「応

本人の気持ちを推察する、プライドを傷つけない、相手の世界

に合わせる、失敗しないような状況をつくる、すべての援移'J行

為がコミュニケーションであると考えること、身体を通したコ

ミュニケーション、相手の様子・表情・視線・姿勢などから気

持ちを湘察する、認知症の進行に合わせたケア

④ 家族への支援
ユ 1

<講議内容>

認知症の受容過程での援助、介護負担の軽減 (レスパイ トケア)

く演習>

認知症家族の心理と家族への対応をグループ討議で検討する。

(合計時間数) G 6 /



(別添 2-2)
令和 5 年 二 月 13 日現在

シラパス

才鷺定碁号    273
商号又は名称 : 株式会社学研ココファン

使用する機器・備品等

テキスト嶺巻

※ 過学時間数には通学,Tノノ式で講鵡・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時轟弓数を記入すること。
※ 各項目について、通学時間数を0にすることはできない。なお、通信時間数については別紙 3に定める時間以内とする。
※ 時間配分の 下限は、30分単位とする。
※ 項目ごとに時間数を置貿定すること9
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。

科目碁号・科日名 (8) 卜単がいの理解

指導日本黒
bギ種がいの概念とICF、 障がい者福祉の基本的考え方について理解し、分遊における基本的な著

え方について理解している。

項目番号・項目名
‖苧閥

数

うち

通学学

習
時間数

うち

通信学習

時間数

講義内容 ,演習の実施方法・通信学習課題の概要等

(別紙でも可)

① 障がいの基礎的理解
1 1

<締義内容>

(ア )l章がいの概念とICF

ICrの分類と医学的分類、 ICI・ の考え方

(イ )障がい者福みたの基本理念

ノーマライゼーシヨンのl肌念

② 障がいの医学的側面、生

活hi摯がい、心理'行動の衛

徴、かかわり支援等の基

礎的知識

1 1

く鮮義内容>

(ア )身体障がい

視鈍陣がい、聴覚、平衡障がい、音声・言語・拶比‖爵【革がい、肢

体不白曲、内部障がい

(イ )知的障がい

知的ll凛がい

(ウ )精神障がい (蔦次畑機能障がい・発逮障がいを含む)

統合失調症・気分 (感憎置軒lがい)・ 依存症などの精神疾患、高

次脳機能障がい、広汎性発連h荘がい 。学習障がい
。注意欠陥多

動性障がいなどの発達障がい

(■)その他の心身の機能障がい

③ 家族の心理、かかわり文

援の理解
l 1

<講義内容 >

家族への支援

障がいの理解・障がいの受容支援、介護負担のl路減

<演習>

障がい者家族の心理や家族への対応をグループ討議で検討す

る。

(合計時間数 ) 3 3 /



(朋添 2-2)

シラバス
令和 5 年 二 月 13 日現在

指定器号    2イ 8
粛鶏・又 被式会社単1テF コフアン

科日番号・科目名 (9) こころとからだのしくみと生活支援技術

指導瞬標

・介護技術の根拠となる人傘の構造や機能に関する知H親を習得し、安全な介設サ
ービスの提イ)筆方

法等を理殉軍し、基礎的な…椰または全介B'ど等の介護が実施できる。

こ尊厳を保持し、その人の自立及び出律を尊蛍し、持てる力を発揮してもらいながらその人の在

宅・地域等での生活を支える介設技術や無識を習各する。

項日番号・項目第
縛寺R電

数

うち

通学学

習
時打日教

うち

通信学溜

時関数

講義内容・演選ヨの実施方法・通信学習掘
l素題の概要等

(別紙でも可)

① 介護の基本ll勺な考え方 2 2

く言件議内容>

Fと綸に基デづく介護 (ICFの視点に基づく生活支援、我流介護
のaF除 )、 怯的根拠に基づく介護

② 介縦に関するここるのし

くみの基礎郎じ理解
5 6

<鱗義内容>

学溜と紹憶の基礎女口識、感情と意欲の基1と無識、自己概念と生

きがい、老化や障がいを受け入れる道応行動とそのll比審要因、

こころの特ち方が行動に与える影響、からだの状態がこころに

与える影響

③ 介謹に関するからだのし

くみの基礎的理解
5 5

<き持義内容 >

人体の各部の名称とpじきに関する基礎知識、骨・関節
.筋に関

する基礎知識、ボディメカ浮クスの活用、中枢神経系を体性神

経に関する基1漣女■識、自律卒彎f経 と内部器営に関する基礎知識、

こころとからだを一体的に提える、利用者の様子・の普段との連

い に づ

④ 生活と家事 6

<講義内容>

家事と生活の理解、家事援助に関する基礎的知識と生活支援、

生活康、白立支援、予防的な対応、主体性・能動性を引き出す、

多様な生活習慣、価イ薩犠

<漢習内容>

生活援助についての基本を学び、実l兼の生活援助を実践する。

⑤ TI失迪な届‐住環境稚備と介

護
3 3

く講鵡内容>

快適な居住環境に談lする基礎女コ識、i再齢着・障がい若特有の居

住環境義備と福祉用具にlttlする留意点と支援方法

家庭内に多い事故、′ミジアフリー、住宅敬修、福祉用其貸与

く演習内容>

住環境の役割と機能を学び、実際に福祉用員の活用を行う。

⑥ 縫容に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護

6 6

<謙義内容>

駐容に関サ・る基礎知識、整容の支援技術

身体状況に合わせた衣服の選択、着脱、身したく、整容行動、

洗面の意義・効果



く演習,Al容 >

基本的な衣服着脱を学び、脱狼と藩患を実践する。

・衣壊若脱

⑦ 移動・移乗にF司連したこ

ころとからだのしくみと

自立に向けた介謹

12 12

<耳常機内容>

移動 e移乗に関する基礎知辞職、さまざまな移動・移乗に関する

用具とその活用方法、利用者、介助者にとつて負担の少ない移

動・移乗をll量嘗するこころとからだで″)要猥の理解と支援方法、

移動と社会参メJ田の留意点と支援

好Ⅲ用者と介護者の双方が安
ハとで安楽な方法i利用者の自然な動

きの活用、残存能力の活用・自立支援、鷺心・重力の動きの理

解、ボデイメカエクスの基本原理、移乗介助の負̀体的な方法 (車

いすへの移乗の具体的な方法、金面介助でのベッド・車いす間

の移乗、金面介助での車いす。洋式トイレ厨尋の移栄)、 移動介

助 (車いす・歩行器 。つえ等)、 褥療予防

く演習内容>

基本的な移動や移乗の仕方を学び、移動・移乗・体位変換を実

践する。

・体位変換

・車椅予への移乗・移動

・肢体不自由若への杖歩行の介助

・視覚博がい者の歩行の介助

③ 食事に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護

6 6

<縛携内容>

食事にBilする基礎知識、食事環境の整備・食事に関連した用具
]

食器の活用方法と食事形態とからだのしくみ、楽しい食事を阻

縛するこころとからだの要因の理解と支援方法、食事と社会参

加の留意点と支援

食事をする意味、食事のケアに対する介護者の意識、低栄養の

引ξ害、脱水の弊密、食事と姿勢、咀W路・町t籠下のメカエズム、空

腹感、務`腹感、好み、食事の環境整備 (時間・場所等)、 食事

に関した福祉用具の活用と介助方法、需腔ケアの定義、誤礁性

肺炎の予防

<演習内容>

基本的な口】空ケアを学び、食事の介助を実践する。

・食事介競

・口腔ケア

⑨ 入浴、清潔保持に関連し
たこころとからだのしく

みと自立に向けた介護

6 6

<H韓義かW答 >

入浴、清潔保持に関連した基礎知識、さまざまな入浴用具と整

容用具の活用方法、築しい入浴を阻害するこころとからだの要

爛の理解と支援方法

差恥心や遠慮への配慮、体調のllt認、全身清拭 (夕体状況(7)確

認、室内環境の調整、使用物品の準備と使用方法、全身の拭き



方、身体の支え方)、 目・鼻腔・洋・爪の消裸方法、陰髯卜清浄

(飲床状態での方法)、 足浴 t手浴・洗髪

く旗準ギ内容>

基本的な入浴やイ宵拭を学び、入浴介助や漕拭介助を実践する。

=全身浴

,半身 (部分浴 (足浴など))

・ユ青拭

t洗髪

⑩ ,μ泄に関連したこころと

からだのしくみ独自立に

向けた介lI整

6 6

く舗議内容>

排泄に関する基礎知林駐、さまざまな排泄環境整Tl豚と排泄用具の

活用方法、爽快な排泄を阻害するこころとからだの要医の理解

と文撥方法

排泄とは、身体画 (生 ,こ商)での意味、心理面での意味、社会

的な意味、プライド・遂輝鰊b、 プライパシーの確保、おむつは

最後の手段/おむつ使用の叫〔害、排泄障がいが日常生活上に及

ぼす影響、J側筐ケアを受けることで生じる心理的な負担・尊厳

や生きる意欲との関連、一部分B'Jを要する利用者のトイレ介助

の異体的方法、便秘の予防 (水分の報取撞保持、食事内容の五

夫/繊維質の食4勿を多く取り入れる、腹M'マ ッサージ)

<湊習内容>

基本的な排泄について学び、ポータプノンを活用した排泄の介助

を実践する。

・ポータプルトイレの介助

・おむつ交換

③ 轟野冊民に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護

4.S 4.5

<謗義内祭>

競眠に関する基切連知識、さまざまな睡R民環境と用具の活用方法、

快いR臨眠をL世密するこころとからだの要因の理解と支援方法

安眠のための介護の工夫、環境の整備 (温度や湿度、光、普、

よく‖民るための寝室)、 安楽な姿勢・褥療予防

<演習子大1容 >

基本的な睡眠について学び、シーツ交換を実践する。

こベッドメイキング (シーツ交換)

⑫ 死にゆく人に関連したこ

ころとからだのしくみと

終末期介護

l.5 1,3

<講義内容>

終求州にP,9する基礎知識とこころとからだのしくみ、生から死

への過程、死」にドコlき 合うこころの理解、警痛の少ない死
への

支援

終末期ケアとは、高齢者の死に至る過組 (高齢者の自然死 (老

衰)、 癌死)、 臨終が近づいたときの兆候と介護、介護従事若

の基本的態度、多職種聞の情報共有の必要性

<演習>

グリーフケアを実践する。



⑭ 介稚過程の基礎的理解 2 2

<講機内容>

介縦過程の日的 ,意携 ,展開、介言豊過程とチ
牌ムアプローチ

<演智内容>

ICFを活用した介護過程の展D日を学ぴ、事例検Vヽlを行う。

④ 総合生活支援技術演習 10 10

<講義内容>

(母1移llによる展硼)

生活の各場面での介護について、ある状態像の利用者を想定し、

一連の生活支援を提供する流れの理解と技術の電葺得、利用者の

心身の状況にあわせた弁護を提供する視点の習得を日指す。

事例の提淋→こころとからだの力が発揮できない要因の分析→

適切な支援技術の検討→支援技術演I奪 )ヽ支援技術の課題

事例は蘭齢 (要支援 2程度、認知症、片麻痺、座fi猛保持不可)

から2事例を選択して実施

※本科目の6～ 11の内容においても、「14,総合生活支援技aF

演習」で選択する高齢の2事例と翔じ事例を共通して用い、そ

の支援技術を適用する考え方の理解と技術の習得を促すことが

望ましい。

※本科瞬の6～ 11の内容における各技術の演背及び「14,総合

生活支援技術旗習」においては、 ・連の演習を通して受講者の

技術度合いの評価 (介護技術を適用する各手順のチェックリス

ト形式による補重認等)を行う。

(合計時間数) 75 75

使用する機器・備品等

テキス 2

※ 通学時間数には通学形式で縮義・漢習を実施する時間数、通信W寺関数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。
※ 各項目について、通学時間数を0にすることはできない。なお、通信時間数については別紙 3に定める時間以内とする。
※ 時間配分の下限は、30分単位とする。
※ 項目ごとに時鳥弓数を設定すること。
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・補導体制を記載すること。



(別添 2-2)
令和 5 午 二 月 13 日現在

シラバス

才簿定番暑    278
簡号又は名称 : 株式会社学研p理 ファン

使用する機?尋・り常品等

テキスト1 2

照 通学時脳:数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信峰関数には自宅学翼にあてる時F鵡数を記入すること。
※ 各項目について、通学時間数をOにすることはできない。なお、通信時問数については別紙 3に定める‖↓間以内とする。
※ 時間配分の下Ⅲ炭は、30分単位とする。
※ 項目ごとに時間教を貴設定すること。
※ 実技演Wを実施する場合は、実技内容・子旨導体制を記載すること。

科目番駿・科擦名 (10)般 り返り

指導臓裸
研メ諄全体を振り返り、本研修を通じて学んだことについて再確認を行うとともに、就業後も継統

して学習 `研餓する姿抑の形成、学習社lR題の帯思織をはかる。

項目番号 `項目牟l
調寺間

数

うち

通学学

習

時‖鳴数

うち

通信学習

時間数

壼常機内容 `演畢専の実施方法・通信学習課母週の概要等

(別紙で色可)

① 疲り返り 3 3

<講義内容>

研修を逓じて学んだこと、今後継統して学ぶべきこと、根拠に

基づく介絡についての要点 (利用者の状l態像に応した介護と介

護過程、身体・心理・社会面を総合的に理解するための知敵の

重I,A電性、チームアプローチの漿要性等)

<演習内容>

こヤl′まで学んだことを復習しながら、就好後に必要な視点をグ

ループ討議で検許|する。

② 就業への備えと研llみ修T
後における実例

1

く講義内容>

継統的に学ぷべきこと、夢修終了後における継豫″屯的な研修につ

いて、具体的にイメージできるような事業所欝における実例 (O

ff一 JT、 OJT)を イrR分

(合計‖孝l‖l数 ) 4 4 /



(男噂添2-3)
令和5年 3月 2H現在

博師一H,

講師氏名 機当 科目替母ゃ群H名 /項爵番身.項露名
資格(取得年月)

修了評価

担当の有無
賠鵬儘験年数)

旅 お職理(趣瞼年数〉

大谷 みえ予

(1)職務の理解/金】典目

(2)介繊における導巌の保持 ,自 立支援

①人権と率滋を支える分機 の自立に向けた弁護
(3)介催の基本/全項目

(4)介鶴建'福祉サービスの理解を掘療の連携/全項目

(5)介横におけるコミ甚ニケーション技術/金環目

(6)着化の理負率/全項自

(7)認知熊のコ迅解/金瑣目

(8)障がいの理解/金 I点目

(9)こ ころとからだのしくみを生,I,支援技術/金項目

(10)概 り返り/金嘆臓

介盛稲社士(‖26/4)

宥

特別を入″と設

・介漉職員 (10カ 月)

逓所介曽事業遜所

。介護耳俄R(Il力 月)
ヘルパ・―ステーシ吾ン

・歯方岡弁護員 (1年 2ヶ月)

高齢者と障がい者児 `者

,介護ヘルパー (2年 1と 力月)

蹄がい者支援施設

・生活指導員 (4年 H力 月)

訪問介越事業所

・防調介護員 (9年 8ヶ 月)

河野 純子

(1)職務の理解/全項日

(2)介連における単触の保持 ,自立支援

①人権と尊麒を支える介畿 ②自立に,向けた介護
(3)介護の基本/全項目

(4)介謹・櫂祉サービスの理n軍 と医療の連携/全項目

(6)介職におけるコミュニケーション技術/全項目

(6)老化の理解/金 r貞日

(7),B知崩の理解/全項目

(9)と こるとからだのしくみと41活支援技術/全項掛

(10)振 り返り/かi票日

介護柄祉士 (B25/4)

布

病院

・埒護助手 (2年 5ヶ月)

病院ヅハr,テーション

・介護構rt(1年 1lヶ月)

訪閥介讚事業所
。介饉ヘルパー (2年 llヶ 月)

病院

・穀醸勁手 (6ヶ
'1)介護を入保偉施設

・介護馳員 (3年 )

住宅型有料を人ホーム

・介譲町脱員 (2年 6ヵ 月)

増l目 和宏
(2)介護における埠厳の保持 ,自立支援

③人権l鮮発に係る基礎知‖俄

社会櫂社とC118/5)

無

知的l章答者入所施設

,相膜榊導 (4年ととヶ月)

知的l単審者八所施R世

,事務良 (3年 H力 月)

多機1棧事業所

t相とヽ捨導 (2年4ヶ 月)

・人権雅発を行う団体職員

事務局長 (14年 1とヶ月)



着本 権精

(1)職務の理解/金項目

(2)介謗における尊厳の保持 t自立支搬

①人穂と尊巌を支える分趙 の自立に向けた介講
(3)介護の鶴本/金項目

(4)介護 t福祉サービスの理解と医療の連携/金項目

(5)介遠におけるコミュニケ眸シ麟ン技術/金項目

(6)君化の要出解/全項目

(7〉 ,】去口症の理解/金rttH

(9)こ ころとからだのしくみと生紙支級技術/金ユ質目

(10)槻 り返り/金碩目

介縦宇扇祉士 l碍27/7)

有

寄料老人ホ"占

.介繊破員 (5年 5ヶ 月)

住宅型有料老人ホーム

・介鵠職員 (二年7ヶ月)

住宅型布料を人ホ
中ム

!施″μ長兼介醸璃金散

(211二 11ケチJ)

小野 宙久美
(o)老化の理解/会頭固

(7〉 認知熊の理解/金項目

看瀞師 (S61/8)

窮院

・藉繊H犠員 (6年 7ヶ 月)

廃院
,看蔭職員 (1年 6ヶ 月)

,内院

・看繊職長 (29年6ヶ月)

訪倒を餞ステーション

t訪問看設 (むヶ月)

器

訪問を増ステーン
"ン

・訪問看縦 (1年 10ヶ 月〉

f葛島 徳子

(2)介議における導厳の保1専 ,自 立支援

③人権と単厳を文える介謹 の自立に向けた介譜
(3)介継の恙,本/全】質日

(4)分 B“・福祉サービスの理台Iと 隠療の連携/食項目

(5)介湛におけるコミ串ニケーン粛ン技術/食票目

(6)老化の理解/金項目

(7)廠 8知症の理白甲/金狽R

(8〉 障がいの理解/金項目

(9)とこるとからだのしくみと生活翼搬技術/⑥以外の金項目

瑠・醸師 (H19/5)

無

病院

・看磯職良 (1年 11夕月)

病院

・看議職R(1年 Hヶ 月)

す周院

・浴讚月触員 (1年)

訪問警譲ステーシヨン

1筋関斎譲 (3年 6ヶ 月)

訪間瑠離ステーション

・防間埒横 (2年 )

池田 構予

(1)】脱務の理解/金項博

(2〉 介連における尊激の保持 ,自立貨搬

①人権と革触を支える介構 ②自立に向けた介譲
(3)介歯の基本/金項日

(4)介消・福祉サ齢rスの理解と医療の連携/全双轟

(5)介講におけるコミ墓ニケ…ション技術/金 1賢爵

(6)を化の理解/ハェ】質目

(7)糾負R媒の理解/全項目

(9)こ ころをからだのしくみと生活支援棋

'肝

/金項目

(10)根 り返り/令_項 口

介離福祉↓ ぐ119/5)

居宅介護支援

・支援員 (2年 )

届̀宅生活割1線事業
,支援員 (3年ニケ月)

ヘルパーステーション

・介護ヘルパー (河年9ヶ

'a)

審

ヘルパ"ス テーシ普ン

・介艘ヘルパー (6年 10ヶ月)



平四 晃之

(1)1繊務の理解/全寝瞬

(2)介隆における単離の保持 ,自 立支援

③人権と尊厳を支える介護 ②自立に向けた介構
(3)介離の基本/全 r裁 博

(4)介護・稿祉サービスの理解と医療の連携/金項目

(8)介護におけあコミュ募ケーシ日ン技割イ/金碩日

(6)を rとの理解/全票肘

(7)秘知盛の理解/全項ド

(3)障がいのよ4解/全寝博

(9)こ ころとからだのしくみを生活支級技術/在項目

(10)振 り返り/金】気瞬

介譲福祉と(H15/4)

有

介縦老八保健薦骰

・介護職員 (4年 lヵ 月)

陣答着更生施設
。生活指導員 (2年 bヶ 月)

有料老人ホーム

・介l密職員 (1年 lヶ月)

特加菱護を人施澪没

・介誰職員 (1年lヶ月)

通所介縦事業所

・介錢触員 (2年 2ヶ 月〉

訪閥介護事業所

高齢者と障害者児 ,者

・介脅鬱ヘルパー (10年?ヶ 月)

実務者研修 ,弁護員々成研イ十″

・購腑市 (4年 10ヶ月)

4甚占 英子
(6)を化の理解/全 r貫目

(7)絡知症の理解/企項目

潟辟餞師 l門60/5)

無

病院

・驚縦コnl員 (2年 1:ヶ月)

病院

・潜腟職R(2年9ヶ 月)

病院

・を謹耳競民 (13年 9ヶ月)

住宅型右料老人ホーム

・施設寧看謹師兼勝問分離

(1年 lヶ月)

介議員菱成研修

・滞鰤 (3ヶ 月)

後藤 茂華

(1)職務の理解/全項口

(2)介連における単厳の保

“
`・

自立文媛

①人権と単識を文える介護 ②自立にI的けた介横
(3)介謹の基本/金項目

(4)介謹・福祉サービスの理角撃と医療の連携/金項目

(5)介強におけるコミ鼻岳ケ"ション披衡/全項目

(6)老化の理解/命〕貫目

(7)認知症の理解/金項目

(3)障 がいの理解/全項目

(9)こ ころとからだのしくみと生活支扱技術/全項目

(10)振 り返り/金項目

介繊福祉士 (H21/4)

有

障がい者生活介護施li史

・障がい者支援員(11ケ月)

博嘗者生活介謹施用々

・眸がい者支授員(4年 8ヶ 月)

訪P母介謹事業所

・介駐ヘルパー(16年 3ヶ 月)

障がい者生活介護施設

・F態がい者支援員(2牛 7ヶ月)

新舶 敦彰

(2)介雄における尊厳の保持。自立支緩

①人権と尊殿を支える介護 ②自立に向けた介護
(1)介鱗・福祉サービスの理解と医療の連携/全頭瞬

(8)障がいのFR解/全票日

精神保健福祉士 (H20/4〉

社会福祉t ti16/4)

夕轟

病院・Iム療SW(9年 1lヶ月)

居宅介機事業所

`知的ガイ ドヘルパー(4年 lヶ 月)

健康福祉局陣答福祉課

・障がい者脇殺担当(2年〉

社会福社協議会

,相談員 (2年二ヶ月)

俺康福祉センター

・相談員 (1年 6ヶ 月)

受籠製羊l料湖人ホーム

t介護H峨員(2年 Sヶ 月)



大|す 遺子

(1)用脱務の理角r/全 r負目

(か 介趣における尊厳の保持 ,自 立支援

③人権と率厳を支える分離 ②白立に向けた介雄
(3)介護の基本/全項瞬

(4)介護・福祉サ‐ビスの理解と医療の連携/金項目

(5)介護における要ミニニケーシロン技術/金項目

(6)を化の理解/金項目

(7)討I知産の理解/全撃t獨

(9)こ ころとからだのしくみと生活支援技術/金項臓

(10)被 り返り/食項謝

介盤福祉士 C124/4)

有

外科病院
,眺内ヘルパー(1年 4ヶ 月)

幹別義横を人ホ…ム

・介護職員(4年 3ヶ 月)

介謹老人保健施設

・介護駐員(10年9ヶ 月)

住宅型有卜l老人ホーム

・介避T碑員 (5年 10ヶ月)

夏野 案梨子

(]〉 職務の理解/金票目

(2)分離に学3ける単厳の保持・自立文機

③人権と募触を支える介護 ②由立に向けた介護
(3)介護の基本/全れ環目

(4)介護・柄社サ…ビスの
'F解

と医療の連携/全項目

(5)介護における諄ミュ手ケ'―シ瞬ン技術/全項目

(6)を化の理解/全票日

(7〉 轟ブ女程症の理解/イ笹項目

(9)こ ころとからだのしくみと■

'lヽ

支機技術/全釈日

(10)振 り返り/全項目

介護編祉士(H21/5)

布

デイサービス

・弁護職員 (1年 5ヶ 月)

ディサーヒFス

・介護T散員 (16年 9ヶ月)

柳本 浩治

(1)強務の理解/全項田

(2)介護に狛ける尊厳の保持 ,自 立支援

①人権と尊厳を支える介護 ②自立に向けた介漉
(3)介機の基本/全項日

(4)介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項湖

(5)分謹におけるコミュ手ケーション技術/金項目

(6)老化の理解/全項目

(7)認知症の理解/金裏日

(9)こ ころとからだの1フくみと生活支撥4支令母/全筑日

(10)振 り返り/全項目

介謹福411i■ (H28た )

有

介譜付有料を人ホーム

・介護職員 (1年4ヶ 月)

韓等別凄護老人ホーム

・介越耳税員 (2年7ヶ 月)

住宅型有料老人ホーム

・サービス提供黄任着兼訪

,翻介謹民 (1年 3ヶ 月)

サーピス付高齢者向け住宅

・サ"ピス撮供責任者兼訪

問介題員 (3年 )

中l刺 佐都

(1)職務の理解/金項爵

(2)介護における単厳の保持 ,日 立支援

①人権と尊厳を文える介護 ②自立に向けた介譲
(3)介護の基本/全項H

(4)介護・福祉サービスの理解と爆療の連携/企喚昌

(5)介護におけるコミュニケーション技術/金項n

(6)老化の理解/全 r質 日

(7)tメよ知症のコ破解/金項目

(9)こ ころとからだのしくみと生活文機技術/全頚H

(10)振 り返り/全項目

介離福祉士 (H21/4)

有

小規模多機能事業所

・介護職員 (2年 8ヶ月)

デイサービス

・植評,(員兼介講職員 (6年 2

ヶ月)デイサービス
,相談員兼介謹l繊員 (1年9

ヶ月)シ ヨートステイ

・相談員兼介謹職員 (2年 8

ヶ月)

典務者研修・介議員妻成研修

・講制i(1年 4ケ月)

北村 智子
く6)を化の理解/金項日

(7〉 註患知症の理解/金項目

埒謹齢 a17/4)

郎

l丙院

・霜澄陰再I(2年9ヶ 月)

病院

・斎譲白ni(3年 2ヶ月〉

クリニック

・看講師 (,Oヶ 月)

病院

・看離白V(5年7ヶ月)

,丙院

・浴謹師 (3年 10ヶ月)



y歯院

・看譲師 (9年9ヶ 月)

島野 ガ紀予

(I)職務の理解/全項目

(2)介護における尊巌の保持・自立主概

①人権と尊滋を支える介護 の自立に向けた介鵬
(3)介譲の基本/金票臓

(1)介譲・福祉サービスの理解と医療の連携/金項目

(5)介繊におけるコミュニケーシロン技術/全項目

(6)を化の理解/全寝博

(7)3懇決岡盛の理解/金項目

(9)こ ころとからだのしくみと生活支援技術/金項目

(10)機 り返り/全項再

介連福祉t(H16/3〉

性会福祉士 (HIB/4)

′蘇

弁護療差型病院

・介議職員 (4ヶ月)

介連付き奮料を人ホーム

・分繊職員 (4か月)

訪関分離事業所

`訪岡翻介離員 (10ヶ月)

病院

・介護職員 (1年8か月)

病院

・介護職員 (1lヶ 月)

分離付右料老人ホーム

・生活オR膜員兼介勝月脱員 (3

年3ヶ 月)

輿務帝研l占・分離員妄成研修

・離師 (3年 5ヶ 月)

中村 夷

(1)職務の理解/全項目

(2)介遊における専触の保持・自立支授

0人権と単服を支える介繊 ②自立に向けた介建
(3)分縦の基本/全項目

(4)分護・福祉サービスの理解と僚際の連携/全項目

(5)介護におけるコミニ素ケーション技術/全項目

(6)を化♂)理解/全項目

(7)津B知雇の理解/金項目

(9〉 こころとからだのしくみと生活支援横俯/金項目

(10)振 り返り/全頑目

介協福祉± 0110/3)

有

在宅支援センター

・相談員兼防問分議員 (4年

10ヶ 月)

逃所介譲

・相談員兼介譲職員 (10年2

ヶ月)

特別装縦著人ホーム

・相談員兼介越職員 (3年 10

ヶ月)

アイサービス

!相餃員兼介構職員 (1年8

ヶ月)

デイサービス

管理者兼弁護職員 (2年7ヶ

月)



(別添 2-6)

実技演習使用備品一覧表

※①～④の備品については、概ね受講者 5～ 6名に 1台準備することが望ましいが、最大 8名に 1台の割合で準備する

※⑤については、演習使用物品等一覧 (別紙 5)を参考とし、演習に必要な消耗品等を確実に事前準備する体制を整え

の「済」にOをつけることg

襦の⑤は船
るてつ整

お制体
・
　
一″」

と
　
こ

ン
」

る

合計数

9

3

3

3

購入 。レンタル 。その他の別

議天・(レ空 み その他 ( )

購入 ン タル その他 ( )

購入 レンタ その他 ( )

購 入 ン タ その他 ( )

購入 等レンタル 。その他 ( )

購入 。レンタル 。その他 ( )

購ぶ〉・レンタル・その他 ( )

購入・ レンタル 。その他 ( )

購入・ レンタル 。その他 ( )

ω レンタル 。その他 ( )

購入・ レンタル 。その他 ( )

購入・ レンタル 。その他 ( )

済
｀

台数

3

3

3

3

3 (

3

メーカー名、商品名、品番等

楽匠3モーションKQ―A63■

ベンドサイドレール KS-161Q

スイングアーム介助パーKS'()99A

グ ラフ ィ ン ト多機 能 (自 走式 )

KZ-211830

安寿  533-550

折り畳み浴槽

① ベンド

② 車いす

③ ポータブル トイレ

等

④ 簡易浴槽等

⑤その他の消耗備品等



(別添2-9)

修了評価の方法 I

令和 5 年 1 月 13 日現在

HV儘基路作成警 : 抑皓 登臣

B平1面方法及び合格基準

1 出題範囲

「(1)贈務の理解」から

「(9)ここうとからだのしくみと生活支援技術」までとする。

2 出題形弐
5肢択―形ェ式とする

3 出題普女
択―問題 5間X50間 (配点0,4点)全 間正解 1100点満点

4 合否判定基準
70点以上

5 不合格になつたときの取扱しヽ

B平価基準に達しない場合には、担当腑師による補習のうえ、再試験を実施する。

この場合、構習および再艤7B早価にかかる愛路料は徴収しない。

ただし、再:早価の試験の国警友は最六 2回までとする。

したがつて、最終試験の結果、不合格となつた者は未‖多了扱いとなる。



(周U添2-9)

修了評価の方法エ

常不B 5 年 1 月 13 日現在

‡由l曲

B早価方法及び合格基準

1 出臨範囲                   '
「(1)圏務の理解」から

「(9)ここうとからだのしくみと生活支援技術」までとする。

2 出題形式
5肢択―形式とする

3 出題普戌
択―問題 50間 (題B点 2点) 全間正解 :1∞ 点滴点

4 合否判内に基準
70点以上

5 不合格になつたときの取扱い

B平価基準に違しない場合には、担当睛師による補習のうえ、再試験を実施する。

この場合、補轡お
｀
よび再1炉 7B早価にかかる受8博料は徴収しない。

ただし、再思甲価の試験の回Ⅲ衷は最大 2回までとする。

したがって、鍛

“

餞試験の結果、不合格となつた者は未修7扱いとなるり



(丹町勃黒3)
令和 5年 8月 10日現在

研修スケジュール (介護職員初任者研修課程)(通信・匡∃ )

コース藉 介護職員初任者研修 12月 コース (求職者支援訓練 ) 定員 20名

年 月 日
レポート提出期限 科目番号、項目番号、科目名、項目名 講師氏名 時 間

実習実施の有無

通信課題の配布

令和5年 12月 25日 (月 )
入を交Jこ。オリエンテーション 事務局 9:00-12:10 3.OI

令和5年 12月 27日 (水 )

(1)①

(1)②

多様なサービスと理解

介護職の仕事内容や働く現場の理解

平田

平田

晃之

晃之

9:00-11:10

11:20-12120

(昼休憩 )

13:10-16:30

2.Oh

4.Oh

令和5年 12月 28日 (木 )

修)①

似)②

人権と尊厳を支える介護

自立に向けた介護

新地 敦彰

新地 敦彰

9:00-12:20

(昼休憩)

13:10-14:10

14:20-16:30

4.Oh

2.01

令和 5年 12月 29日 (金 )

(4)①

(4)③

介護保 ll父制度

障がい者総合支援制度およびその他制度

新地 敦彰

新地 敦彰

9:00-12:20

(昼休憩 )

13:10-16:30

3.01

3.Or

令和 6年 1月 4日 (木 )

(3)①

(3)②

(3)③

(3)④

介護職の役割、専門性と多職種の連携

介護職の職業倫理

介護における安全の確保とリスクマネジメント

介護職の安全

河野 純子

河野 純子

河野

河野

純子

純子

9:00-10100

10:10-12:20

(昼休憩 )

13:10-15:20

15:30-16:30

1.Oh

2.Oh

2.Oh

l.Oh

令和 6年 1月 5日 (金 )

靱)③

O)①

人権啓発に係る基礎知識

介護の基本的な考え方

増田 和宏
同野 純子

9:00-11:10

11:20-12:20

(昼休憩 )

13:10-14:10

2.Oh

2.Oh

令和 6年 1月 9日 (火 )

修)②

(4)②

自立に向けた介護

医療との連携と

'ハ

ビリテーション

新地 敦彰
新地 敦彰

9100-10:00

11:20′
‐Ψ12:20

(昼休憩 )

13:10´
‐彰15:20

1.Oh

3.Or

令和 6年 1月 10日 (水 )

(5)①

(5)②

介護におけるコミュニケーション

介護におけるチームのコミュニケーション

岩本 福哲

岩本 福哲

9:00-12:20

(昼休憩 )

13:10-16:30

3.01

3.0イ



9:00-10:00

10:10-12120

(昼休憩 )

13:10-15:20

15:30-16:30

1.Oh

2.Oh

2.Oh

l,Oh

(7)①

(7)②

(7)③

(7)④

認知症を敗り巻く状況

医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理

認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活

家族への支援

寝占 英子

寝占 英子

寝占 英子

寝占 英子

令和 6年 1月 11日 (木 )

小野富久美

小野富久美

9:00-12:20

(昼休憩)

13:10-16:30

3.Ob

3.Oh

令和 6年 1月 12日 (金 )

俗)①

16)②

老化に伴うこころとからだの変化と日常

高齢者と健康

幸

幸
　
　
幸

茂

茂
　
　
茂

藤

藤

　

藤

後

後
　
　
後

9:00-10:00

10:10fΨ ll:10

11:20-12:20

1.Oh

l.0と

1,01令和 6年 1月 15日 l月 )

(8)③

(8)①

(8)②

障がいの基礎的理解

障がいの医学的側面、生活障がい、心理・行動

の特徴、かかわり支援等の基礎的知識

家族の心理、かかわり支援の理解

介護に関するからだのしくみの基礎的理解 高島 徳子 9:00′‐Ψ12:20

(昼休憩)

13:10-15:30

3.0イ

2.01
令和 6年 1月 16日 (火 )

(9)①

3.Or

2.OI

介護に関するこころのしくみの基礎的理解 河野 純子 9:00-12:20

(昼休憩 )

13:10～ 15:30

令和 6年 1月 17日 (水 )

(9)②

池田 桂子 9:00-12:20

(昼休憩)

13:10～ 16:30

3.Oh

3.Oh

令和 6年 1月 18日 (木 :

(9)④ 生活と家事

池田 桂子 9100rψ 12:20 3.Oh
令和 6年 1月 19日 (金 :

19)⑤ 快適な居住環境整備と介護

大谷みえ子 9:00-12:20

(昼休憩 )

13:00-14:30

4.5と

令和 6年 1月 22日 (月 )

(9)① 睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立

に向けた介護

3.01

3.01

移動・移乗に関連したこころとからだのしくみ

と自立に向けた介護

後藤 茂幸 9100-12:20

(昼休憩 )

13:10～ 16:30
令和 6年 1月 23日 (火 )

(9)⑦

大村 道子 9100´‐Ψ12:20

(昼休憩)

13:10～ 16:30

3.0}

3.01

令和 6年 1月 24日 (水う

(9)⑥ 整容に関連したこころとからだのしくみと自立

に向けた介護

3.Oh

3.Oh

0)⑦ イ多動・移乗に関連したこころとからだのしくみ

と自立に向けた介護

後藤 茂幸 9:00-12:20

(昼休憩)

13:10-16:30
令和 6年 1月 25日 (木 )



令和 6年 1月 26日 (金 :

(9)③ 食事に関連したこころとからだのしくみと自立

に向けた介護

大谷みえ子 9:00-12:20

(昼休憩)

13:10～ 16:30

3.Oh

3.Oh

令和 6年 1月 30日 (火 )

19)③ 入浴、清潔保持に関連したこころとからだのし

くみと自立に向けた介護

平田 晃之 9:00-12:20

(昼休憩)

13:10～ 16:30

3.Oh

3.Oh

令和 6年 1月 31日 (水 )

(9)⑩ υF泄に関連したこころとからだのしくみと自立

に向けた介護

大村 道子 9:00-12120

(昼休憩)

13:10～ 16:30

3.Oh

3.0と

令和 6年 2月 1日 (木 )
(9)⑫ 死にゆく人に関連したこころとからだのしくみ

と終末期介護

平田 晃之 9:00-10:40 1.51

令和 6年 3月 14日 (木 }
(9)⑬ 介護過程の基礎的理解 平田 晃之 9100-11:10 2.01

令和 6年 3月 15日 (金 )

0)⑭ 総合生活支援技術演習 平田 晃之 9:00-11:10

11:20-12:20

(昼休憩 )

13:10-15:20

5.Oh

令和 6年 3月 18日 (月 )

(の⑭ 総合生活支援技術演習 平田 晃之 9100-11:10

11:20′～12:20

(昼休憩 )

13:10-15:20

5.Oh

令和 6年 3月 19日 (火 )

(10)①

(10)②

振 り返 り

就業への備えと研修修了後における実例

岩本 福哲

岩本 福哲

9:00-12:20

(昼休憩 )

13:10-14:10

3.01

1.01

令和 6年 3月 21日 (木 )

修了評価筆記試験

試験結果集計・採点・合否発表

大谷みえ子

大谷みえ子

大谷みえ子

9:00-10:00

10:10-11:10

11:20-12:20

1.Oh

l.Oh

l.Oh

令和 6年 3月 22日 (金 ) 修了式 事務局 9,00～ 12:20 3.Oh

※評価基準に達しない場合には、担当講師による補召のうえ、再試験を実施する。

この場合、補習および再修了評価にかかる受講料は徴収しない。

ただし、再評価の試験の回数は最大 2固までとする。
したがつて、最終試験の結果、不合格となつた者は未修了扱いとなる。



(男可勃鳥3)
令和 5年 8月 10日 現在

研修スケジュール (介護職員初任者研修課程)(通信・

コース名 介護職員初任者研修 3月 コース (求職者支援訓練) 定員 20名

年 月 日

レポート提出期限 科目番号、項目番号、科目名、項目名 講師氏名 時 間

実習実施の有無

通信課題の配布

令不口6年 3月 25日 (月 )
入校Jこ・オリエンテーション 事務局 9:00-12:10 3.Or

令和 6年 3月 27日 (水 )

(1)①

(1)②

多様なサービスと理解

介護職の仕事内容や働く現場の理解

平田

平田

晃之

晃之

9:00-11:10

11:20-12:20

(昼休憩 )

13:10-16:30

2.Oh

4.Oh

令和 6年 3月 28日 (木 )

(2)①

(2)②

人権と尊厳を支える介護

自立に向けた介護

新地 敦彰

新地 敦彰

9:00′
‐Ψ12120

(昼休憩)

13:10-14:10

14:20-16:30

4.Oh

2.Or

令和 6年 3月 29日 (金 )

4)①

4)③

介護保険制度

障がい者総合支援制度およびその他制度

新地 敦彰

新地 教彰

9:00～ 12:20

(昼休憩 )

13:10-16:30

3.Oh

3.Oh

令和 6年 4月 1日 (月 )

●)①

13)②

(3)③

(3)④

介護職の役割、専門性と多職種の連携

介護職の職業倫理

介護における安全の確保とリスクマネジメント

介護職の安全

河野 純子

河野 純子

河野 純子
河野 純子

9:00-10100

10:10～ 12:20

(昼休憩 )

13110-15:20

15:30-16:30

1.Oh

2.Oh

2.Oh

l,0と

令和 6年 4月 2日 (火 )

(2)③

(9)①

人権啓発に係る基礎知識

介護の基本的な考え方

増田 和宏
河野 純子

9:00-11:10

11:20-12:20

(昼休憩 )

13:10-14:10

2.01

2.Oh

令和 6年 4月 3日 (水 )

修)②

餡)②

自立に向けた介護

医療との連携とリハビリテーション

新地 敦彰
新地 敦彰

9:00ハ▼10:00

11120-12:20

(昼休憩 )

13:10-15:20

1.Oh

3.Oh

令和 6年 4月 4日 (木 )

G)①

G)②

介護におけるコミュニケーション

介護におけるチームのコミュニケーション

岩本 福哲

岩本 福哲

9:00-12:20

(昼休憩 )

13:10-16:30

3.Oh

3.Or



令和 6年 4月 5日 (金 )

(7)①

(7)②

(7)③

(7)④

認知症を取り巻く状況

医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理

認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活

家族への支援

寝占 英子

寝占 英子

寝占 英子

寝占 英子

9:00-10:00

10110～ 12:20

(昼休憩 )

13:10′
‐Ψ15:20

15:30-16:30

1.0と

2,0と

2.01

1.01

令和 6年 4月 8日 (月 )

16)①

16)②

老化に伴うこころとからだの変化と日常

高齢者と健康

小野富久美

小野富久美

9100-12:20

(昼休憩)

13:10-16:30

3.Oh

3.Oh

令和 6年 4月 9日 (火 )

(8)①

(8)②

(8)③

障がいの基礎的理解

障がいの医学的側面、生活障がい、心理・行動

の特徴、かかわり支援等の基礎的知識

家族の心理、かかわり支援の理解

後藤 茂幸

後藤 茂幸

後藤 茂幸

ひ:00-10:00

10:10-11:10

11120´Ψ12:20

1.Oh

l.Oh

l.Oh

令不口6年 4月 10日 (水〕

(9)③ 介護に関するからだのしくみの基礎的理解 高島 徳子 9:00-12:20

(昼休憩)

13110-15:30

3.0と

2.01

令和 6年 4月 11日 (木 )

(9)② 介護に関するこころのしくみの基礎的理解 河野 純子 9:00-12:20

(昼休憩)

13:10-15:30

3.01

2.01

令和 6年 4月 12日 (金 )

0)④ 生活と家事 池田 粒子 9:00-12120

(昼休憩)

13110-16:30

3.Oh

3.Oh

令不日6年 4月 15日 (月 )
(9)⑤ 際適な居住環境整備と介護 池田 桂子 9:00-12120 3.Oh

令和 6年 4月 16日 (火 )

(9)① 睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立

に向けた介護

大谷みえ子 9:00かΨ12:20

(昼休憩 )

13:00-14:30

4.5h

令和 6年 4月 17日 (水う

(9)⑦ 移動・移乗に関連したここるとからだのしくみ

と自立に向けた介護

後藤 茂幸 9:00-12:20

(昼休憩)

13:10～ 16:30

3.01

3.01

令和 6年 4月 18日 (木 )

(9)⑥ 整容に関連したこころとからだのしくみと自立

に向けた介護

大村 道子 9:00-12:20

(昼休憩)

13:10-16:30

3.0イ

3.0イ

令和 6年 4月 19日 (金;

0)⑦ 1多動・移乗に関連したこころとからだのしくみ

と自立に向けた介護

後藤 茂幸 9:00-12120

(昼休憩)

13:10-16:30

3.Oh

3.Oh



令和 6年 1月 26日 (金 )

(9)③ 食事に関連したこころとからだのしくみと自立

に向けた介護

大谷みえ子 9:00-12:20

(昼休憩)

13:10-16:30

3.0と

3.01

令和 6年 4月 22日 l月 :

0)⑨ 入浴、清潔保持に関連したこころとからだのし

くみと自立に向けた介護

平田 晃之 9:00-12:20

(昼休憩)

13:10～ 16:30

3.Or

3.01

令和 6年 4月 23日 (火 )

19)⑩ 拶F泄に関連したこころとからだのしくみと自立

に向けた介護

大村 道子 9:00-12:20

(昼休憩 )

13:10-16:30

3.Oh

3.Oh

令和 6年 4月 24日 (水 )
(9)⑫ 死にゆく人に関連したこころとからだのしくみ

と終末期介護

平田 晃之 9:00-10:40 1.5h

令和 6年 5月 16日 (木 )
(9)⑬ 介護過程の基礎的理解 平田 晃之 9:00-11:10 2.0と

令和 6年 5月 17日 (金 )

(9)⑭ 総合生活支援技術演習 平田 晃之 9100ハ彰11:10

11:20～ 12:20

(昼休憩)

13:10-15:20

5.01

令和 6年 5月 20日 (月 )

0)⑭ 総合生活支援技術演習 平田 晃之 9:00-11:10

11:20-12:20

(昼休憩 )

13110-15:20

5.Oh

令和 6年 5月 21日 (火 )

(10)①

(10)②

振り返 り

就業への備えと研修修了後における実例

岩本 福哲

岩本 福哲

9:00-12:20

(昼休憩)

13:10-14:10

3.Oh

1.Oh

令和 6年 5月 23日 (木 )

修了評価筆記試験

試験結果集計 ,採点・合否発表

大谷みえ子

大谷みえ子

大谷みえ子

9:00-10:00

10:10-11:10

11:20-12:20

1,0と

1.Or

l.01

令和 6年 5月 24日 (金) 修了式 事務局 9100-12:20 3.OI

※評価基準に達しない場合には、担当講師による補習のうえ、再試験を実施する。

この場合、補召および再修了評価にかかる受請料は徴収しない。

ただし、再評価の試験の回数は最大 2回までとする。

したがつて、最終試験の結果、不合格となつた者は未修了扱いとなる。


